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①
﹁
い
の
し
し
ち
ゃ
ん
コ
ロ
ッ
ケ
﹂

　
　
ご
ぼ
う
と
た
ま
ね
ぎ
の
風
味
が
効
い
た
一
品
。独

特
の
臭
み
も
な
く
、栄
養
豊
富
な
い
の
し
し
肉
を
可

愛
く
美
味
し
く
い
た
だ
け
る
。

②
﹁
ア
ジ
の
あ
ら
い
﹂

　
　
氷
で
締
め
ら
れ
た
奥
地
ア
ジ
は
脂
が
の
っ
て
い
る

の
に
後
味
さ
っ
ぱ
り
。
市
内
外
に
フ
ァ
ン
も
多
い
。

③
﹁
み
か
ん
ず
し
﹂

　
　
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
で
炊
い
た
お
寿
司
。さ
わ
や
か

な
風
味
が
味
わ
い
。

西
予
市
﹁
い
の
し
し
ち
ゃ
ん
コ
ロ
ッ
ケ
﹂
ほ
か

１

２３



　平成25年₁月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 46 号　（2）　

　

新
町
長
紹
介

　

任
期
満
了
に
伴
う
内
子
町
長
選
挙

が
1
月
22
日
に
告
示
さ
れ
た
が
、
現

職
の
稲
本
隆
壽
氏
の
ほ
か
に
立
候
補

の
届
け
出
が
な
く
、
同
氏
が
無
投
票

で
再
選
さ
れ
た
。

　

内
子
町
長

　
　
　
稲い

な

　
本も

と

　
隆た

か

　
壽と

し

　
氏

　

県
町
村
会
は
、
1
月
18
日
県
自
治
会
館

で
「
平
成
24
年
度
第
4
回
全
員
連
絡
会
・

災
害
共
済
支
部
委
員
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
白
石
会
長
、
中
村
副
会
長
、

阪
本
監
事
、
上
村
上
島
町
長
、
髙
野
久
万

高
原
町
長
、
稲
田
内
子
町
副
町
長
、
山
下

伊
方
町
長
、
甲
岡
鬼
北
町
長
及
び
清
水
愛

南
町
長
が
出
席
。

　

会
議
は
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　
　

白
石
会
長

3　

協　

議

　

⑴　

特
定
地
域
再
生
制
度
に
つ
い
て

　
　
　

猪
熊
内
閣
官
房
地
域
活
性
化
統
合

事
務
局
次
長
か
ら
、
地
域
再
生
法
が

昨
年
11
月
1
日
に
開
催
さ
れ
て
成
立

し
た
、
特
定
地
域
再
生
制
度
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

⑵　

生
物
多
様
性
え
ひ
め
戦
略
に
つ
い

て

　
　
　

山
本
県
自
然
保
護
課
長
か
ら
、
平

成
23
年
12
月
に
策
定
し
た
「
生
物
多

様
性
え
ひ
め
戦
略
」
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

　

⑶　

平
成
23
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
　

①　

愛
媛
県
町
村
会
一
般
会
計
決
算

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
定

期
総
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
。

　
　

②　

㈶
全
国
自
治
協
会
愛
媛
県
災
害

共
済
支
部
決
算

　
　

③　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

愛
媛
県
支
部
決
算

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、い
ず

れ
も
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

⑷　

平
成
24
年
度
愛
媛
県
町
村
会
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）（
案
）
に

つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
原
案

の
と
お
り
決
定
し
た
。

　

⑸　

平
成
24
年
度
全
国
自
治
協
会
愛
媛

県
災
害
共
済
支
部
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）（
案
）
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
原
案

の
と
お
り
決
定
し
た
。

　

⑹　

平
成
25
年
度
事
業
計
画
及
び
本
会

会
費
の
分
賦
方
法
並
び
に
予
算
に
つ

い
て

　
　

①　

事
業
計
画

　
　

②　

本
会
会
費
の
分
賦
方
法

　
　

③　

愛
媛
県
町
村
会
一
般
会
計
予
算

　
　

④　

愛
媛
県
町
村
会
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明

が
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
定
期
総

会
に
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
　

⑤　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

愛
媛
県
支
部
予
算

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
原

案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　

⑺　

本
会
第
66
回
定
期
総
会
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、原
案
の

と
お
り
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
　
　

な
お
、昨
年
度
に
続
き
今
回
も
、議

事
終
了
後
に
議
長
会
と
合
同
で
式
典

（
来
賓
祝
辞
）
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

⑻　

次
回
の
本
会
全
員
連
絡
会
開
催
に

つ
い
て

　
　
　

次
回
の
全
員
連
絡
会
は
、
正
副
会

長
に
一
任
さ
れ
た
。

第
66
回
定
期
総
会
に
向
け
て

第
４
回
全
員
連
絡
会　

 

都
道
府
県
町
村
会

 　

正
副
会
長
交
流
会
開
く

　

全
国
町
村
会
は
、
1
月
25
日
全
国
町
村

会
館
で
「
都
道
府
県
町
村
会
正
副
会
長
交

流
会
」
を
開
催
し
た
。
本
会
か
ら
は
白
石

会
長
、
中
村
副
会
長
及
び
事
務
局
長
が
出

席
し
た
。

　

会
議
は
、
藤
原
全
国
町
村
会
長
の
挨
拶

に
始
ま
り
、来
賓
の
坂
本
総
務
副
大
臣
、高

橋
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
か
ら
挨
拶
が

あ
っ
た
。

　

次
い
で
、
自
治
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ

た
後
に
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
大
森
彌

氏
か
ら「
町
村
の
存
亡
が
か
か
る
道
州
制
」

と
題
す
る
講
演
を
聴
講
。

　

最
後
に
都
道
府
県
町
村
会
の
正
副
会
長

等
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
盛
会
に
終
了

し
た
。
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉
砥
部
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
「
と
べ
っ
ち
」

◉
上
島
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
「
上
島
四
兄
弟
」

砥
部
町

上
島
町

　

町
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
県
内
各
町
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
れ
も
親
し
ま
れ
る
デ
ザ
イ
ン
で
、
町
の
特
徴
を
表
す
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

　

紙
面
の
都
合
か
ら
本
号
で
４
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

愛
南
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー（
ゆ
る
キ
ャ
ラ
）の

　
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す

　

愛
南
町
で
は
、
美
し
い
自
然
景
観
や
豊

か
な
食
文
化
を
P
R
し
、
愛
南
町
の
多
様

な
魅
力
や
特
性
を
町
内
外
に
効
果
的
に
発

信
す
る
た
め
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
製
作
し
ま
す
。

◆
募
集
締
切

　

平
成
25
年
3
月
29
日
㈮　

17
時
必
着

◆
募
集
内
容

　

⑴　

愛
南
町
の
自
然
や
食
文
化
等
を
印

象
付
け
る
と
い
う
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の

　

⑵　

広
く
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
イ

メ
ー
ジ
の
も
の

　

⑶　

着
ぐ
る
み
へ
の
活
用
が
可
能
な
も

の

　

⑷　

カ
ラ
ー
で
作
成
さ
れ
た
も
の
（
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
不
可
）
な
お
、
単

色
で
の
使
用
も
想
定
。

　

⑸　

25
㎜
×
25
㎜
程
度
に
縮
小
し
て
も

見
や
す
い
も
の

　

⑹　

封
筒
や
名
刺
、
看
板
、
各
種
広
報

物
な
ど
様
々
な
P
R
媒
体
へ
の
掲

載
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

◆
応
募
資
格

　

⑴　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
方
。

　
　
（
プ
ロ
・
ア
マ
は
問
い
ま
せ
ん
。）

　

⑵　

お
一
人
何
点
で
も
可

◆
応
募
方
法

　

⑴　

自
作
で
未
発
表
の
も
の
。
作
品
は

返
却
し
ま
せ
ん
。

　

⑵　

作
品
は
A
4
判
の
白
紙
を
使
用
、

デ
ザ
イ
ン
を
は
っ
き
り
と
見
や
す
く
、

上
下
が
わ
か
る
よ
う
に
書
く
。
画
材

は
問
い
ま
せ
ん
。

　

⑶　

用
紙
1
枚
に
1
作
品

　

⑷　

応
募
は
持
参
・
郵
送
、ま
た
は
メ
ー

ル
。

　

⑸　

作
品
提
出
に
か
か
る
費
用
は
、
応

募
者
の
負
担
。

　

⑹　

応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
今
回
の

目
的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

◆
選
　
考

　

⑴　

愛
南
町
長
を
選
考
委
員
長
と
し
た

選
考
委
員
会
及
び
一
般
審
査
等
で
選

定
。（
4
月
予
定
）

　

⑵　

採
用
作
品
及
び
受
賞
者
の
氏
名
及

び
住
所
（
市
町
村
名
ま
で
）
を
発
表
。

（
最
優
秀
賞
受
賞
者
に
の
み
通
知
）

◆
賞

　

⑴　

最
優
秀
賞
1
点

　
　

賞
金
10
万
円
と
特
産
品
詰
め
合
わ
せ

　

⑵　

優
秀
賞
2
点

　
　

特
産
品
詰
め
合
わ
せ

◦
そ
の
他
注
意
事
項
等
は
、
愛
南
町
Ｈ
Ｐ

ま
た
は
愛
南
町
役
場
商
工
観
光
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●応募・問合せ先
〒798︲4196
愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲
　　　　　　　　　　　2420番地
愛南町役場商工観光課内
　愛南町イメージキャラクター募集 係
TEL：0895︲72-7315
FAX：0895︲72-3517
e-mail：shokokanko
　　　　　@town.ainan.ehime.jp

　

僕
た
ち
は
、
時
に
家
族
の
よ
う
に
互
い
に
支
え
合

い
、
時
に
他
の
島
に
対
す
る
小
さ
な
ラ
イ
バ
ル
心

を
抱
く
、
そ
ん
な
仲
良
し
兄
弟
の
よ
う
な
上
島
町
の

人
々
の
心
か
ら
誕
生
し
ま
し
た
。

　

豊
富
に
鯛
や
デ
ベ
ラ
、
タ
コ
が
獲
れ
る
「
魚
島
」・

弥
生
時
代
の
巨
石
（
メ
ン
ヒ
ル
）
が
あ
り
、ス
ポ
ー
ツ

施
設
が
充
実
し
て
い
る
「
生
名
島
」・
桜
の
名
所
で
あ

り
、
青
い
レ
モ
ン
の
島
と
し
て
有
名
な
「
岩
城
島
」・

美
し
い
松
林
、
法
王
ヶ
原
が
あ
り
、
海
が
臨
め
る
宿

泊
施
設
の
フ
ェ
ス
パ
が
あ
る
「
弓
削
島
」
と
、
上
島

町
の
島
々
は
各
々
小
さ
い
け
れ
ど
、
魅
力
的
な
個
性

を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
上
島
町
の
観
光
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報

は
、
上
島
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。（http

://w
w
w
.tow

n.kam
ijim
a.ehim

e.
jp/

）
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

と
べ
っ
ち
は
、砥
部
町

の
特
産
品
で
あ
る「
み
か

ん
」と「
砥
部
焼
」を
使
っ

て
、砥
部
陶
街
道
五
十
三

次
を
歩
く
「
旅
人
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

顔
は
、み
ん
な
大
好
き

な
「
あ
ま
ー
い
み
か
ん
」

で
、い
つ
も
笑
顔
満
点
！

頭
に
は
、砥
部
焼
の
特
徴

で
あ
る
藍
色
の
唐
草
模

様
の
「
笠
」
を
か
ぶ
っ
て

旅
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
に
旅
し
て

い
き
ま
す
の
で
、皆
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
「
な
な
う
め
ち
ゃ
ん
」

は
、
砥
部
町
の
特
産
品

「
な
な
お
れ
小
梅
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
砥
部
町
の
町

花
が
「
梅
の
花
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、砥
部
町
観
光
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
「
と
べ
っ
ち
」
と
一
緒
に
、
広

く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
！

　
　

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

◉
砥
部
町
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
「
な
な
う
め
ち
ゃ
ん
」
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町村会・議長会　定期総会順序
平成25年２月22日（金）　　於 「松山全日空ホテル」

愛媛県町村会　第66回定期総会
3階　ローズルーム

愛媛県町村議会議長会　第64回定期総会
4階　ルビールーム

₁　開会のことば	 　〈15時30分～〉
₂　会長あいさつ
　　　　愛媛県町村会長
₃　全国町村会長祝辞
　　　　全国町村会長【代理】
₄　議　事
　⑴　平成23年会務報告
　⑵　平成24年度愛媛県町村会
　　　　　　　　一般会計補正予算
　⑶　平成23年度愛媛県町村会
　　　　　　　　一般会計歳入歳出決算
　⑷　平成25年度愛媛県町村会
　　　　　　　　事業計画
　⑸　平成25年度愛媛県町村会
　　　　　　　　会費の分賦方法
　⑹　平成25年度愛媛県町村会
　　　　　　　　一般会計予算
　⑺　副会長の補欠選挙
₅　閉　会
	 　　〈16時20分〉

₁　開会のことば　	 〈15時30分～〉
₂　会長あいさつ
　　　　愛媛県町村議会議長会会長
₃　全国町村議会議長会表彰伝達
₄　会議録署名人の指名
₅　議　事
　⑴　会務報告
　⑵　平成23年度愛媛県町村議会議員
　　　共済事業　特別会計　決算
　⑶　平成25年度愛媛県町村議会議員
　　　共済事業　特別会計　予算
　⑷　平成23年度愛媛県町村議会議長会
　　　　　　　　一般会計決算
　⑸　平成25年度愛媛県町村議会議長会
　　　　　　　　会務運営方針及び事業計画
　⑹　平成25年度愛媛県町村議会議長会
　　　　　　　　会費の分賦方法
　⑺　平成25年度愛媛県町村議会議長会
　　　　　　　　一般会計予算
6　閉会のことば
	 〈16時20分〉

○　来賓祝辞　４階ダイヤモンドルーム〈16時30分～ 17時00分〉
　１　愛媛県知事
　２　愛媛県議会議長
　３　来賓紹介（愛媛県市町振興課長等）

○　意見交換会　４階ダイヤモンドルーム〈17時10分～ 19時10分〉
　１　愛媛県知事及び同議長
　２　全国町村会長【代理】
　３　県下町長及び同議長

◉
久
万
高
原
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
「
ゆ
り
ぼ
う
」

◉
愛
南
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
「
ぎ
ょ
し
ょ
く
普
及
戦
隊

　
　
　
　
　

愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

久
万
高
原
町

愛
南
町

　

大
好
き
な
久
万
高
原

町
の
た
め
に
、日
々
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。 

　

町
の
花
・
サ
サ
ユ
リ
を

頭
に
か
ぶ
り
、頭
上
に
は

き
れ
い
な
星
が
輝
い
て
い
ま
す
。

　

服
装
は
、
山
の
緑
、
き
れ
い
な
川
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る

「
森
の
精
」
で
す
。

　

ゆ
り
ぼ
う
の
日
々
の
で
き
ご
と
や
、久
万
高
原
町
の
観
光
情

報
な
ど
を
、
ゆ
り
ぼ
う
ブ
ロ
グ
「
ゆ
り
ぼ
う
と
遊
ぼ
う
」
で

掲
載
し
て
い
ま
す
。（http://am

eblo.jp/kum
akogen-

yuribo/

）
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

愛
南
町
で
は
、
愛
媛
大

学
と
協
力
し
て
「
ぎ
ょ

し
ょ
く
教
育
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。「
ぎ
ょ
し
ょ

く
教
育
」
と
は
、
魚
や
水

産
業
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
総
合
的
な
学
習
で
、

魚
や
水
産
業
の
こ
と
を
知

る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に

魚
に
触
っ
て
調
理
し
て
食
べ
る
こ
と
ま
で
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
「
ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
」
で
誕
生
し
た
の
が
「
ぎ
ょ
し
ょ

く
普
及
戦
隊　

愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
愛
南
町
の
特
産
品
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お

り
、町
内
の
小
学
校
児
童
が
地
域
学
習
を
し
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン

し
、南
宇
和
高
校
美
術
部
の
ア
レ
ン
ジ
に
よ
り
完
成
し
ま
し
た
。

　

ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
用
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
登
場
す
る
ば

か
り
で
な
く
、愛
南
町
の
水
産
物
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、Ｈ
Ｐ
の
「
ピ
ア
ザ
愛
南
ぎ
ょ
し
ょ
く
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。（http://w

w
w
.ainan-gyoshoku.jp/

）
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上
島
町
は
瀬
戸
内
海
中
央
部
に
位
置
す

る
島
と
島
の
町
で
す
。
平
成
の
大
合
併
ま

で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
島
が
町
や
村
と
し
て
、

自
立
し
て
い
ま
し
た
が
、
合
併
に
よ
り
一

つ
の
町
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
し
ま
な
み
海
道
」
沿
い
に
位
置
し
ま

す
が
、
海
道
へ
の
橋
は
架
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
町
内
の
島
を
結
ぶ
二
つ
の
県
道
橋

（
弓
削
大
橋
・
生
名
橋
）
は
完
成
し
ま
し
た

が
、
住
民
の
町
内
移
動
交
通
手
段
は
未
だ

約
半
分
が
船
便
利
用
で
す
。
特
に
高
齢
者

の
多
く
は
尾
道
市
や
今
治
市
へ
の
移
動
は

船
便
が
頼
り
で
す
。
船
便
は
フ
ェ
リ
ー
、

快
速
船
等
の
旅
客
船
が
1
日
何
便
も
町
内

各
島
を
運
航
し
て
い
ま
す
。
特
に
経
済
、

生
活
面
（
通
院
・
買
い
物
・
旅
行
）
で
も

広
島
県
寄
り
の
土
地
柄
で
す
の
で
、
こ
の

航
路
は
住
民
の
大
切
な
生
活
の
足
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
、
最
大
の
関
心
事
は
町
内
最
後
の
県

道
3
3
8
号
岩
城
弓
削
線
「
上
島
架
橋
・

岩
城
橋
」
の
平
成
25
年
度
か
ら
の
本
格
的

な
工
事
着
工
へ
の
期
待
で
す
。
こ
の
橋
が

完
成
す
れ
ば
、
町
内
全
域
か
ら
岩
城
島
の

大
手
造
船
所
や
鉄
鋼
関
係
の
会
社
へ
の
車

等
の
通
勤
が
可
能
と
な
り
、
ま
た
農
・
漁

業
関
係
等
の
各
種
交
流
発
展
も
期
待
さ

れ
、
経
済
効
果
は
大
変
大
き
く
、
町
の
活

性
化
に
繋
が
り
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
上
島
町
か
ら
尾
道
市
、
ま

た
「
し
ま
な
み
海
道
」
へ
と
繋
が
る
夢
の

架
け
橋
に
な
る
こ
と
を
切
に
期
待
す
る
も

の
で
す
。

 

【
夢
】

　

上
島
町
に
は
、
広
い
海
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
自
然
の
海
を
利
用
し
て
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
潮
流
発
電
」
が
で
き
な
い

も
の
か
と
、
最
近
目
の
前
に
広
が
る
海
を

眺
め
る
た
び
に
大
変
気
に
な
り
ま
す
。
干

潮
時
に
は
、
昔
は
目
の
前
の
小
島
へ
も
泳

い
で
渡
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
泳
い
で

渡
れ
な
い
く
ら
い
の
速
い
潮
流
が
発
生
す

る
の
で
す
。
町
内
に
は
、
1
0
0
年
の
歴

史
を
も
つ
「
国
立
弓
削
商
船
高
等
専
門
学

校
」
が
あ
り
、
若
い
頭
脳
集
団
が
日
々
勉

学
に
励
ん
で
い
ま
す
し
、
世
界
有
数
の
高

い
技
術
力
を
備
え
た
造
船
所
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
力
を
結
集
で
き
れ
ば
、
世
界
初

の
潮
流
発
電
装
置
も
夢
で
は
な
い
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
そ
の
夢
の
実
現
の
た
め
に

は
町
も
議
会
も
協
力
し
て
で
き
る
限
り
応

援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

【
今
後
の
課
題
】

①　

都
会
の
方
に
海
と
山
と
島
の
自
然
を

満
喫
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
伝
統
行

事
等
も
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
多

島
美
を
生
か
し
た
美
し
い
町
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②　

島
の
特
色
を
生
か
し
た
企
業
の
立
ち

上
げ
や
雇
用
促
進
の
た
め
の
企
業
誘
致

に
取
り
組
む
こ
と
。

③　

頑
張
っ
て
生
き
て
、
一
人
で
生
活
で

き
な
く
な
っ
た
高
齢
者
に
年
金
で
入
居

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
低
価
格
で
利

用
で
き
る
老
人
ホ
ー
ム
等
の
建
設
を
し

随想随想随想

﹁
夢
と
課
題
﹂

 

上
島
町
議
会
議
長　

土
　
居
　
計
　
彦
　

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

④　

近
い
将
来
や
っ
て
来
る
「
道
州
制
」

施
行
ま
で
に
特
色
あ
る
町
を
つ
く
り
、

ど
ち
ら
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
も
歓
迎
さ
れ

る
よ
う
な
、
嫁
入
り
道
具
を
備
え
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
こ
の
ご

ろ
で
す
。

芸予汽船（今治～因島間）

生名橋（生名島～佐島間）

上から見た上島町
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国家公務員給与の削減措置に準じた地方公務員給与の引き下げ論議に関する要望

　現在、政府・与党内で、国家公務員給与の削減措置に準じて、地方公務員の給与を引き下げるのは当然との声が高まっており、平成25年度予算（案）の
編成（地方財政対策）における大きな焦点となっている。
　この問題に関しては、これまで、₁月₈日の地方六団体による新政権に対する要請活動において、自民党及び公明党の幹部並びに安倍総理、菅官房長官
及び新藤総務大臣に、また₁月10日の全国町村会正副会長による要請活動においては、自民党及び公明党の幹部並びに新藤総務大臣に対し、次の理由によ
り引下げをしないよう強く要請してきたところである。
　₁　地方は給与の独自削減や人員削減を行うなど既に国を上回る不断の行革を実施していること
　₂　今後の地方公務員給与については、国・地方を通じた中長期的な行財政改革の中で協調していくことが必要であること
　₃　町村にとって地方交付税は命綱であり、これとリンクして地方公務員の給与削減を強制するようなことは到底納得できないこと
　₄　給与の独自カットなど既に相当の行革努力を行っている地方団体も含め、一律に削減するようなことは不合理であること
　我々地方自治体は、これまで職員数の大幅な削減や独自の給与費削減など、国を上回る行政改革を行ってきたところである。
　しかるに、政府・与党内は、こうした地方の努力を見ないばかりか、強制的に給与の削減を求める姿勢は納得できるはずもなく、到底受け入れられるも
のではない。
　以上のようなことから、平成25年度予算（案）の編成に当たっては、上に述べた地方側の主張をご理解いただき、国から一方的に地方公務員の給与削減を
求めることのないよう断固要請するとともに、地方が自主的かつ適切な施策を推進するための地方交付税総額の確保に十分配慮されるよう強く要望する。
　　平成25年₁月23日　　　　　　　	 愛媛県町村会　会長　白　石　勝　也　

 

地
方
公
務
員
の

 

給
与
費
削
減
強
制
反
対

　

 

県
選
出
国
会
議
員
に
要
請

 

　
県
町
村
会

　

国
家
公
務
員
給
与
削
減
措
置
に
準
じ
て
、

地
方
公
務
員
の
給
与
を
引
き
下
げ
る
議
論

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
町
村
会
で
は
、
1
月
23

日
に
白
石
会
長
が
県
選
出
国
会
議
員
に
面

談
し
、「
国
か
ら
一
方
的
に
地
方
公
務
員

の
給
与
削
減
を
強
制
す
る
こ
と
な
く
、
地

方
に
お
い
て
自
主
的
な
対
応
が
図
ら
れ
る

よ
う
地
方
交
付
税
の
確
保
に
配
慮
願
い
た

い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

　

要
望
文
は
別
記
の
と
お
り
。

第
４
回
定
例
会
を
開
催

県
町
村
議
長
会　

　

平
成
24
年
度
第
4
回
定
例
会
が
、
1
月

31
日
午
後
1
時
30
分
か
ら
「
県
自
治
会
館

会
議
室
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
林
会
長
、

松
澤
副
会
長
、土
居
上
島
町
議
長
、小
川
久

万
高
原
町
議
長
、
政
岡
砥
部
町
議
長
、
関

本
松
野
町
議
長
及
び
齋
藤
愛
南
町
議
長
の

7
町
議
長
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
、
次
項
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　
　

林
会
長

3　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　
　

次
の
と
お
り
指
名
し
た
。

　
　
　

土
居
上
島
町
議
長

　
　
　

関
本
松
野
町
議
長

4　

報　

告

　

⑴　

専
決
処
分
に
つ
い
て

　
　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
に
つ
い
て
）

　

⑵　

行
事
関
係
に
つ
い
て

　

⑶　

請
願
・
意
見
書
等
に
関
す
る
定
例

報
告
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
説
明
が
あ
り
、
一

同
了
承
。

5　

協　

議

　

⑴　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
決
算
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
内
容
説
明
が
あ
り

一
同
了
承
。
原
案
の
と
お
り
定
期
総

会
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑵　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算（
案
）

に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
①
会
費
の
分
賦
方

法
②
予
算
案
③
会
費
の
納
入
時
期
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
一
同
了
承
。
原

案
の
と
お
り
定
期
総
会
に
提
出
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑶　

平
成
25
年
度
共
済
事
業
特
別
会
計

予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
内
容
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
。
原
案
の
と
お
り
定
期
総

会
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑷　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
に
つ

い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
内
容
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
し
た
。

　

⑸　

第
64
回
定
期
総
会
の
開
催
要
領
に

つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、①
総
会
次
第
（
案
）

②
役
割
分
担
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
一
同
了
承
し
、
定
期
総
会
に
提

出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　

な
お
、
昨
年
に
続
き
今
回
も
、
議

事
終
了
後
に
県
町
村
会
と
合
同
で
式

典
（
来
賓
祝
辞
）
を
行
う
こ
と
と
し

た
。

6　

そ
の
他

　

①　

第
54
回
四
国
地
区
議
長
会
研
修
会

に
つ
い
て

　

②　

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に

つ
い
て

　

③　

次
回
定
例
会
に
つ
い
て

　

④　

そ
の
他

　
　
　

順
次
、
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
し
た
。
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全
国
監
査
委
員
協
議
会
定
期
総
会

監
査
制
度
の
充
実
強
化
を
！
　

　

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
の
「
第
22

回
定
期
総
会
」
が
、
1
月
18
日
、「
全
国
町

村
議
員
会
館
会
議
室
」
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
関
係
県
の
会
長
、
事
務
局
長
ら
約
60

人
が
出
席
。
本
県
か
ら
は
上
甲
会
長
（
鬼

北
町
代
表
監
査
委
員
）
及
び
事
務
局
職
員

が
出
席
し
た
。

　

総
会
は
、
北
口
全
国
会
長
職
務
執
行
者

（
北
海
道
）
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、左
記

の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

議
長
選
出

　
　

荒
井
埼
玉
県
会
長
を
選
出
。

2　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

3　

議　

事

日
程
第
2　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

　
　

会
長
か
ら
一
年
間
の
会
務
の
状
況
の

報
告
が
あ
っ
た
。

日
程
第
3　

承
認
第
1
号
「
平
成
23
年
全

国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
決
算
」

　
　

事
務
局
か
ら
決
算
説
明
が
あ
り
、
異

議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

日
程
第
4　

議
案
第
1
号　
「
平
成
25
年

度
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
事
業
計

画
及
び
予
算
」
を
議
決

日
程
第
5　

議
案
第
2
号　
「
決
議
」を
原

案
の
と
お
り
決
定
。

日
程
第
6　

議
案
第
3
号　
「
監
査
機
能

の
強
化
に
関
す
る
要
望
」
を
原
案
の
と

お
り
決
定
。

日
程
第
7　

協
議
第
1
号　
「
実
行
運
動

方
法
」
を
決
定
。

日
程
第
8　

選
任
第
1

号　
「
役
員
の
選
任
」

を
行
い
、
桝
田
徳
島

県
那
珂
町
代
表
監
査

委
員
が
会
長
に
選
任

さ
れ
た
。

　

な
お
、
総
会
に
先
立

ち
、「
監
査
機
能
の
充
実

強
化
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
、
総
務
省
自
治
行

政
局
監
査
制
度
専
門
官

岡
裕
二
氏
の
講
演
を
聴

講
し
て
総
会
の
幕
を
閉

じ
た
。

　

ま
た
、
総
会
前
日
の

17
日
に
幹
事
会
が
開
催

さ
れ
、
事
務
局
職
員
が

出
席
。
総
会
提
出
案
件

の
事
前
協
議
を
行
っ
た
。

決　　　議

　われわれ町村監査委員は、厳しい町村財政の中、行
政に対する住民の信頼を確保し、透明性のあるもの
としていくため、日々研鑚を積み努力を重ねている。
　しかしながら、町村における監査体制は、その課
せられた義務と責任を十分に果たすには厳しい現状
にある。
　このため、研修、事務局体制の充実強化をはじめ、
監査活動費の確保等監査機能の充実強化が緊急の課
題である。
　本日、ここに「全国町村監査委員協議会第22回定
期総会」を開催し、町村監査委員相互の緊密な連携
のもと、決意を新たに、下記事項の早期実現に向け、
組織を挙げて邁進することを表明する。

記
１　監査機能の充実と監査体制を強化するため、監
査事務局体制を整備する。
２　監査の充実を期するため、必要な監査活動費を
確保し、監査委員の職務にふさわしい報酬とする。
３　全国の町村監査委員の声を結集するため、未加
入団体の全国協議会への早期加入を促進する。
　　以上、決議する。
　　　平成25年１月18日
	 全国町村監査委員協議会 第22回定期総会　

監査機能の強化に関する要望
　すべての地方公共団体が自ら責任ある監査を実施するため、監査の独
立性・専門性をさらに強化する必要がある。
　よって、下記事項の実現を強く要望する。

記
１　監査体制の強化
　⑴　地方公共団体に係る監査は、個々の団体ごとに、監査委員及び補
佐する専任の監査事務職員により、責任をもって実施することが基
本であることを明確に位置づけること。

　⑵　監査委員事務局は、監査委員に当然に付帯するものとして、市町
村についても設置を法律で明確に規定するとともに、中立公正の立
場で監査委員の職務を適切に補佐する旨を明記すること。

２　監査委員の独立性の確保
　　監査の独立性を図るため、監査委員は議会において選任できるよう
にすること。

３　外部監査の見直し
　　地方公共団体が外部監査を活用する場合に、独立性・専門性が高く、
低廉なコストで外部監査が実施できる地方公共団体共同の監査法人
組織について検討すること。

　　　平成25年１月18日
	 全国町村監査委員協議会 第22回定期総会　

総会議長をつとめる上甲本県会長
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冬
空
の
赤
い
星

　

冬
季
の
空
は
、
星
が
四
季
の
中
で
一
番

き
れ
い
に
見
え
る
。
中
で
も
オ
リ
オ
ン
座

の
左
上
の
赤
い
星
・
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
は
、
地

球
か
ら
5
0
0
光
年
離
れ
、
太
陽
の
大
き

さ
を
メ
ダ
カ
に
例
え
る
と
鯨
に
匹
敵
す
る

巨
大
星
。
宇
宙
の
ち
っ
ぽ
け
な
地
球
の
わ

が
国
の
1
月
で
は
、
14
日
が
成
人
の
日
で

あ
る
。
次
世
代
を
担
う
わ
が
国
の
新
星
で

あ
る
今
年
の
新
成
人
は
、
1
3
0
万
人
を

切
っ
た
。

　

わ
が
国
の
昨
年
1
年
間
の
出
生
は

1
0
3
万
3
千
人
、
死
亡
者
は
1
2
4
万

5
千
人
（
厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計

推
計
）、人
口
の
自
然
減
は
続
い
て
い
る
。50

年
後
に
は
人
口
8
千
6
0
0
万
人
の
推
計
。

昨
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
約
1
・
39
、
離

婚
率
の
増
加
な
ど
人
口
減
少
は
加
速
気
味

と
云
う
。
平
均
寿
命
84
歳
か
ら
し
て
、
喜
ば

し
い
超
高
齢
化
と
少
子
化
社
会
は
、
当
然

の
図
式
で
あ
る
。
国
家
は
人
口
数
に
あ
ら

ず
中
身
で
あ
り
、
そ
れ
な
り
に
あ
ら
ゆ
る

対
応
策
を
構
築
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

さ
て
、
先
の
政
界
地
図
変
り
か
ら
、
経
済

は
一
気
に
陰
か
ら
陽
へ
、
景
気
は
“
気
分
”

と
云
わ
れ
る
が
、
ま
さ
に
株
価
は
上
が
り
、

円
安
の
方
向
に
あ
る
。
是
非
、
強
固
な
安
定

路
線
で
の
経
済
走
行
を
願
い
た
い
も
の
で

あ
る
。

　

ス
イ
ス
の
保
養
地
ダ
ボ
ス
（
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
年
次
総
会
）
で
、
わ
が
国
の

『
2
％
の
物
価
目
標
で
デ
フ
レ
を
脱
却
す

る
！
』
声
明
も
評
価
さ
れ
た
は
ず
。ド
イ
ツ

の
首
相
か
ら
の
円
安
誘
導
と
批
判
め
い
た

コ
メ
ン
ト
も
あ
る
が
、
カ
ナ
ダ
等
宰
相
か

ら
歓
迎
の
コ
メ
ン
ト
も
あ
る
。
方
や
、
他
に

類
の
な
い
よ
う
な
借
金
を
抱
え
た
財
政
状

況
の
中
で
、
世
界
の
低
開
発
国
等
へ
の
貢

献
度
ア
ッ
プ
に
、
わ
が
国
自
身
が
、
も
っ
と

胸
を
張
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
諸
外

国
へ
、
自
国
の
利
益
の
み
に
動
い
て
い
な

い
現
状
説
明
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　

今
年
の
年
始
、
八
百
万
の
神
が
鎮
座

し
、
無
宗
教
国
と
云
わ
れ
る
日
本
人
の
大

方
、
約
8
千
万
人
が
初
詣
に
行
っ
た
と
云

う
。
七
・
五
・
三
に
は
お
宮
参
り
、
春
・

秋
ま
つ
り
は
氏
子
と
し
て
神
社
と
一
体
と

な
り
、結
婚
式
は
教
会
で
、厄
除
け
は
寺
・

神
社
へ
、
人
生
最
終
行
事
・
葬
式
は
仏
式
、

最
後
は
土
な
ど
自
然
に
戻
る
。
極
め
て
合

理
的
な
日
本
人
。

　

こ
の
度
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
プ
ラ
ン
ト

施
設
人
質
事
件
は
、
小
さ
な
地
球
の
中
に

あ
っ
て
、グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
ひ
ず
み
な
の

か
？
、宗
教
か
？
、
こ
と
ば
に
な
ら
な
い
悲

し
い
出
来
事
で
あ
る
。
い
か
な
る
“
正
義
”

に
も
、
無
防
備
の
人
の
殺
戮
は
許
さ
れ
な

い
。「
正
義
と
は
、
正
し
い
道
筋
。
人
の
行

う
べ
き
正
し
い
道
義
」
と
あ
る
（
広
辞
苑
）。

　
『
宗
教
を
持
つ
者
は
「
神
様
に
頼
る
」
が
、

日
本
人
は
神
様
に
頼
ら
な
い
た
め
宗
教
の

対
立
は
お
こ
ら
な
い
。』（
某
宗
教
学
者
）

　

国
内
に
あ
っ
て
、
教
育
の
体
罰
は
、
戦
前

よ
り
多
い
と
の
こ
と
。時
代
（
社
会
）
環
境

の
変
化
に
伴
う
人
間
資
質
の
変
化
を
皆
が

見
落
と
さ
ず
、
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
は
、
皆
が
、
今
一
度
、
冬
の
空
を
見

上
げ
、
赤
い
星
・
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
を
遠
望
、

深
呼
吸
！
。

�

　
（
Ｔ
）

　
「
あ
ま
り
多
く
有
用
な
も
の
が
生
産
さ

れ
過
ぎ
る
と
、
役
に
立
た
な
い
人
間
が
多

く
な
り
過
ぎ
る
結
果
と
な
る
。」

�

（
マ
ル
ク
ス　

ド
イ
ツ
の
経
済
学
者
）

一

筆

１
月
の
会
と
催
し

▽
4
日
＝
2
0
1
3
年
年
賀
交
歓
会
、
愛

媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
議
会
議
員
全

員
協
議
会

▽
8
日
＝
県
人
権
対
策
協
議
会
平
成
24
年

年
賀
交
歓
会

▽
10
日
＝
全
国
町
村
会
正
副
会
長
・
監
事

合
同
会
議
、
同
正
副
会
長
会
及
び
実
行

運
動
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
次
期
会

長
に
関
す
る
要
請

▽
16
日
＝
公
務
災
害
連
合
会
連
絡
会
議
、

「
創
ろ
う
！
シ
ル
バ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
愛

媛
」
推
進
会
議

▽
17
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
連
絡
調

整
会
議
、
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会

幹
事
会
、
同
役
員
会
、
同
会
長
・
事
務

局
長
懇
談
会

▽
18
日
＝
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
第

22
回
定
期
総
会
、
愛
媛
県
町
村
会
第
4

回
全
員
連
絡
会

▽
20
日
＝
自
民
党
県
連
市
長
町
長
合
同
新

年
会

▽
22
日
＝
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
財
政

委
員
会
、
第
46
回
海
外
地
方
行
政
調
査

団
報
告
会
、
第
9
回
え
ひ
め
愛
顔
の
助

け
合
い
基
金
運
営
委
員
会

▽
24
日
＝
全
国
町
村
会
正
副
会
長
会
、
㈶

全
国
自
治
協
会
理
事
会
・
災
害
共
済
委

員
会
、
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

理
事
会
、
全
国
町
村
会
理
事
会
、
都
道

府
県
町
村
会
長
会
、
全
国
町
村
職
員
生

活
協
同
組
合
総
代
会
、
都
道
府
県
町
村

会
正
副
会
長
交
流
会

▽
25
日
＝
全
国
山
村
振
興
連
盟
支
部
事
務

局
長
会
議

▽
31
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
第
4

回
定
例
会

編
集
後
記

　

年
が
明
け
た
と
思
っ
た
ら
、
明
日
か
ら

2
月
、
三
寒
四
温
の
候
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
温
か
く
な
っ
た
り
寒
く
な
っ
た

り
し
な
が
ら
春
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

♪
春
よ
来
い　

早
く
来
い　

あ
る
き
は

じ
め
た
み
い
ち
ゃ
ん
が　

赤
い
鼻
緒
の　

じ
ょ
じ
ょ
は
い
て　

お
ん
も
へ
出
た
い
と

　

待
っ
て
い
る
♪

　

大
好
き
な
童
謡
の
一
つ
で
す
。
印
象
と

し
て
童
女
の
視
点
で
春
を
待
ち
望
む
人
々

の
思
い
が
伝
わ
り
ま
す
。
嗚
呼
、
春
待
ち

遠
し
い
。

◇

　

先
日
、
意
表
を
突
か
れ
ま
し
た
。
昔
か

ら
男
性
が
年
上
の
女
性
と
結
婚
す
る
場
合

に
「
金
の
草
鞋
を
は
い
て
」
と
言
わ
れ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
僕
は
こ
の
金
を
「
き

ん
」
と
読
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は

誤
り
だ
と
。
正
し
く
は
「
か
ね
」
と
読
む

そ
う
で
、
い
や
ぁ
参
り
ま
し
た
。
な
ん
で

も
聞
い
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
も
の
で

す
ね
。
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

◇

　

今
月
の
会
報
で
は
、
各
町
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
、
町
の
特
徴
や

自
然
景
観
・
食
文
化
な
ど
の
魅
力
が
親
し

ま
れ
る
デ
ザ
イ
ン
で
作
ら
れ
て
お
り
、
町

の
Ｐ
Ｒ
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
バ
リ
ィ
さ
ん
に
負
け
る
な
！

◇

　

本
年
も
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
一
生
懸
命
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
、
倍
旧
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


